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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
支

持
を
得
て
、
再
び
議
長
の
要
職

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
重
要
な
職
責
に
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
が
、

４
年
間
の
経
験
を
踏
ま
え
、
議

員
各
位
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
全
力
で
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
は
、
８
人
の

定
数
に
対
し
９
人
が
立
候
補
し
、

２
人
の
新
人
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
が
、
全
道
・
全
国
的
に
見

ま
す
と
無
投
票
も
珍
し
く
な
く
、

中
で
も
全
国
で
は
８
町
村
、
道

内
で
は
そ
の
半
数
の
４
町
村
が
、

立
候
補
者
数
が
定
数
に
満
た
な

か
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
由
は
様
々
で
し
ょ
う
が
、

我
々
議
員
一
同
が
互
い
に
研
鑽

に
努
め
、
議
会
を
活
性
化
し
て

い
く
と
共
に
、
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
を
拝
聴
し
、
町
民
お
一

人
お
一
人
が
「
ふ
る
さ
と
小
平
」

を
思
い
、
町
政
に
参
画
す
る
意

欲
を
高
揚
す
る
よ
う
な
議
会
づ

く
り
に
励
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
が

１０
確
実
視
さ
れ
、
こ
と
さ
ら
景
気

向
上
の
兆
し
が
見
込
め
ず
に
、

閉
塞
感
が
漂
う
道
内
経
済
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
波
に
飲
み
込

ま
れ
ぬ
よ
う
、
今
後
の
議
会
運

営
に
お
い
て
、
行
政
執
行
機
関

と
議
会
が
一
体
と
な
り
、
将
来

の
小
平
町
の
あ
る
べ
き
姿
を
創

造
し
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
、

職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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こ
の
度
、
改
選
後
、
初
め
て

の
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
会

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

伝
統
あ
る
小
平
町
議
会
の
副
議

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
の
私
で
あ
り
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
負
託
に
応
え
、

町
政
発
展
の
た
め
、
議
長
の
補

佐
役
と
し
て
微
力
な
が
ら
真
摯

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
わ
が
町
に
お
い
て
も
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
そ
れ
ら

に
伴
う
労
働
力
不
足
等
も
顕
在

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
、
解
決
が
困

難
と
思
わ
れ
る
課
題
が
あ
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

も
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
難
し
い
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　
８
名
と
少
な
い
議
員
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
未
来

の
小
平
町
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
小
平
町
議
会
に

対
し
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

新新新新新新新新新新新しししししししししししいいいいいいいいいいい議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会がががががががががががスススススススススススタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトしししししししししししままままままままままましししししししししししたたたたたたたたたたた新しい議会がスタートしました ！！！！！！！！！！！！
去る５月10日に改選後初めての議会が開催され、新体制が決まりました。

議
長
に
藤
田
貢
議
員
、副
議
長
に
前
崎
正
弘
議
員
就
任

議
 長藤

田
　

貢
（
　
）
６３

当
選
　
６
回

副
議
長

前
崎
正
弘
（
　
）
５８

当
選
　
２
回

就任のごあいさ就任のごあいさつつ



　
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会

は
、
５
月
　
日
に
開
催
さ
れ
、

１０

議
会
構
成
を
決
定
す
る
議
案

の
外
、
承
認
３
件
を
原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
町
税
条
例
等
の
一

部
改
正

・
地
方
自
治
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

▼
小
平
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

・
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

▼
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

３０

正
予
算
（
第
８
号
）

・
１
千
　
万
円
を
追
加
し
、

７９０

　
億
８
千
　
万
１
千
円
に
。

３９

２８６

３

 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和元年８月１日 第81号

長年の功績を讃えて

　去る６月25日、札幌市コンベンションセンターで令和元年度北海道町村議会議員研修会が開催され、

全道より約1，800名の議員が出席し、当議会からも８名の全議員が出席しました。

　参加議員も尚一層議会改革に努めていく決意をすると共に、大変参考となる研修会となりました。

北海道町村議会議員研修会

　このほど北海道町村議会議長会から 藤田　貢 議長 に対して、自治功労者表彰

が贈られました。

　議員在職25年以上の功績により表彰されたもので、６月14日、委員会室におい

て前崎副議長から表彰状が伝達されました。

留萌南部衛生組合議会議員
前　崎　正　弘（監査委員）
酒　谷　　　貢　　　　　
西　村　健　一　　　　　

留萌消防組合議会議員
板　垣　良　二（副議長）
髙　野　謙　市　　　　
西　　　博　志　　　　

議会選出監査委員
板　垣　良　二

副 議 長
前　崎　正　弘

議　　長
藤　田　　　貢

議会運営委員会
委 員 長　酒　谷　　　貢
副委員長　髙　野　謙　市
委　　員　前　崎　正　弘
　　　　　西　　　博　志

総務産業常任委員会
委 員 長　西　　　博　志
副委員長　西　村　健　一
委　　員　前　崎　正　弘
　　　　　酒　谷　　　貢
　　　　　山　内　　　裕
　　　　　板　垣　良　二
　　　　　髙　野　謙　市
　　　　　藤　田　　　貢

議会広報発行特別委員会
委 員 長　前　崎　正　弘
副委員長　西　　　博　志
委　　員　西　村　健　一
　　　　　板　垣　良　二
　　　　　髙　野　謙　市

小平町議会構成

第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１第１回回回回回回回回回回回回回回
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時臨時会会会会会会会会会会会会会会

　研修会では、政治評論家の有馬晴海氏を講師に

迎え「どうなる？今

後の日本政治」と題

して、政治家のある

べき姿などを通して

今後の日本政治につ

いて、講演していた

だきました。

　続いて中央大学名誉教授

の佐々木信夫氏より「地方

は変われるか～議会はどう

変われるか、自治体をどう

変えるか～」と題して、議

会力強化や持続可能な地域

政策などについて、講演を

いただきました。
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▼
小
平
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
省
令
及
び
学
校
教

育
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
小
平
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

・
介
護
保
険
法
施
行
令
及
び

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の

算
定
等
に
関
す
る
政
令
及
び

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の

納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る

省
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・
８
千
　
万
７
千
円
を
追
加

４５４

し
、　

億
３
千
　
万
７
千
円

４３

３５４

に
。

▼
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
　
万
円
を
追
加
し
、
５
千

２１
　
万
６
千
円
に
。

７０２▼
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

９４
３
億
７
千
　
万
円
に
。

２９２

▼
令
和
元
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、

２
億
３
千
　
万
７
千
円
に
。

７５１

▼
地
域
限
定
型
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
議

決
し
ま
し
た
。

・
大
椴
橋
改
築
工
事

　
契
約
金
額

　
　
１
億
２
千
　
万
円

３２０

　
契
約
の
相
手
方

　
　
日
本
高
圧
・
ヤ
マ
モ
ト

　
　
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
代
表
者

札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
３
丁
目
１
番
地
　５４

　
　
日
本
高
圧

　
　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

　
　
Ｐ
Ｃ
事
業
部

　
　
　
　
　
　
札
幌
支
社

　
　
　
取
締
役
支
社
長
　

鈴
　
木
　
洋
　
一

▼
平
成
　
年
度
小
平
町
水
道

３０

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て

・
水
道
事
業
会
計
当
年
度
未

処
分
利
益
　
万
１
千
　
円
に

６７

７３１

つ
い
て
、
翌
年
度
繰
越
利
益

剰
余
金
と
し
て
処
分
す
る
こ

と
を
認
め
ま
し
た
。

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更

・
こ
の
３
つ
の
規
約
の
変
更

は
、
構
成
団
体
の
解
散
に
伴

う
も
の
で
す
。

▼
小
平
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
の
変
更

・
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
、

水
産
業
振
興
構
造
改
善
事
業
、

小
平
町
空
き
家
等
解
体
撤
去

補
助
事
業
、
小
平
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
、
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
事
業
を
計

画
に
追
加
し
ま
し
た
。

▼
平
成
　
年
度
一
般
会
計
繰

３０

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

・
２
つ
の
事
業
の
事
業
費
総

額
１
億
３
千
　
万
９
千
円
を

９０４

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
す
。

▼
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

・
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
関

係
閣
僚
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

▼
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

・
６
月
　
・
　
日
に
札
幌
市

２５

２６

で
開
催
さ
れ
る
北
海
道
町
村

議
会
議
員
研
修
会
へ
の
議
員

の
派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

・
８
月
　
日
に
天
塩
町
で
開

２７

催
さ
れ
る
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
へ
の
議
員
の

派
遣
を
決
定
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例月定例会会会会会会会会会会会会会会
条
例
の
一
部
改
正

そ

の

他

請
負
契
約
の
締
結

報

告

意

見

書

■
一
般
会
計
予
算
を
増
額
補
正
し
　
億
３
千
　
万
７
千
円
に

４３

３５４

■
小
平
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
に
５
事
業
を
追
加

会期は６月６日か会期は６月６日からら
14日までの９日14日までの９日間間
会期は６月６日から
14日までの９日間

議

長

発

議

　これまで、議会傍聴にあたっては、傍聴人受付簿に記入をお願いして
おりましたが、傍聴者の個人情報に配慮し、傍聴人受付票に住所、氏名
及び性別を記入し、傍聴人受付箱へ投函していただくこととしました。
●町議会の定例会は、年４回開きます。（３・６・９・12月）
　議会はどなたでも傍聴できますのでどうぞお気軽にお越しください。

傍聴の手続きが変更になりました
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問質一 般

一
、
第
６
次
小
平
町
総
合
計
画
で
は
「
こ
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思
え
る
ま
ち
」

を
共
創
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
施
策
を
含
め
、
今
後
の
育
児
環
境

支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
育
児
世
帯
の
住
環
境
に
つ
い
て
の
整
備
推
進
や
全

天
候
に
対
応
す
る
こ
ど
も
の
活
動
空
間
の
整
備
等
、
こ
ど
も
の
笑
顔
が
見
え
る
環

境
に
つ
い
て
の
支
援
・
施
策
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

二
、「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
オ
ロ
ロ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９
」
に
て
、
管

内
市
町
村
を
視
察
し
た
う
え
で
、
他
の
市
町
村
と
の
比
較
を
踏
ま
え
、
小
平
町
を

ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
の
か
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
一
、こ
ど
も
達
が
帰
っ
て
来
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

　
　
二
、
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
が
連
携
し
て
売
り
込
む
必
要
あ
る

西
　
村
　
議
　
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
一
、今
後
の
育
児
環
境
支
援
に
つ
い
て

　
　
二
、深
川
・
留
萌
自
動
車
道
全
線
開
通
後
の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

一
、
平
成
　
年
に
小
平
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支
援
や
子

２７

育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
を
進
め
て
お
り
、
保
育
料
や
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

等
の
実
施
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
の
施
策
の
継
続

性
や
改
善
点
を
見
極
め
、
更
な
る
子
育
て
支
援
体
制
の
推
進
と
育
児
環
境
の
充
実

を
図
る
。
ま
た
、
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
に
は
所
得
制
限
や
家
賃

に
つ
い
て
の
制
約
も
あ
る
た
め
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
民
間
住
宅
の
推
進

や
個
人
の
新
築
・
増
改
築
に
つ
い
て
の
助
成
措
置
を
検
討
し
て
い
く
。
全
天
候
型

の
施
設
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
で
も
成
功
例
が
あ
る
が
、
当
町
で
は
お
び
ま
る
広

場
利
用
推
進
や
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
環
境
づ
く
り
な
ど
を
進
め
、
ど
こ
か
ら
で
も
人

が
集
ま
っ
て
元
気
な
笑
顔
が
こ
だ
ま
す
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

当
町
の
こ
ど
も
達
が
思
い
出
に
な
る
、
誇
り
に
な
る
町
づ
く
り
を
し
て
、
自
信
を

も
っ
て
将
来
帰
っ
て
来
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
。

二
、
当
町
に
お
い
て
は
ゆ
っ
た
り
か
ん
周
辺
ま
た
道
の
駅
周
辺
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
た

と
こ
ろ
だ
が
、
全
線
開
通
効
果
の
持
続
や
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
繋
げ
る
た
め
、

管
内
８
市
町
村
が
連
帯
感
を
高
め
よ
り
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
情
報
発
信
に
繋
げ
て

い
く
。
食
と
観
光
、
景
色
の
歴
史
、
文
化
を
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
が
連
携
し
て
売
り

込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
も
自
治
体
や
事
業
者
が
意

識
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
、
成
果
の
検
証
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
庁
舎
等
公
共
施
設
の
利
用
に
あ
た
り
、
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
へ
の

対
応
は
充
分
で
あ
る
と
考
え
る
か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
鬼
鹿
地
区
の
「
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ま
な
す
荘
」
に
つ
い
て
、

長
期
空
室
が
続
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

Ａ
　
可
能
な
限
り
や
さ
し
い
公
共
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

　
　
は
ま
な
す
荘
は
募
集
や
奉
仕
員
の
訪
問
に
よ
る

　
周
知
を
継
続
し
て
い
く

西
　
　
　
議
　
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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Ｑ
　
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
に
つ
い
て

一
、
公
共
施
設
は
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
整
備
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
車
椅
子

等
に
対
応
す
る
為
の
ス
ロ
ー
プ
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
整
備
や
階
段
へ
の
手
す

り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
し
椅
子
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
応
は
し
て
い
る
。

　
し
か
し
ご
指
摘
さ
れ
た
、
庁
舎
の
車
椅
子
の
配
置
や
歩
行
器
の
配
置
、
車
椅

子
の
空
気
漏
れ
な
ど
の
管
理
体
制
は
「
福
祉
の
町
」
と
致
し
ま
し
て
も
、
万
全

に
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
は
ま
な
す
荘
の
空
室
は
、
３
部
屋
が
平
成
　
年
よ
り
２
年
以
上
の
長
期
に
及

２９

ん
で
お
り
、
当
初
の
考
え
で
も
あ
っ
た
町
内
遠
隔
地
の
世
帯
誘
致
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
か
ら
の
移
動
を
懸
念
さ
れ
る
方
も
多
い
こ
と
が
、
実
状
で
あ
る
が
、

今
後
も
広
報
掲
載
に
よ
る
募
集
や
奉
仕
員
の
訪
問
に
よ
る
周
知
を
実
施
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄



Ｑ
　
一
、
農
泊
推
進
対
策
事
業
・
人
材
活
用
事
業
に
つ
い
て

　
　
二
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
経
営
健
全
化
に
つ
い
て

６
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問質一 般

一
、
有
害
獣
、
特
に
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
は
駆
除
を
実
践
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
増
加
傾
向
に
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　
更
な
る
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

Ａ
　
捕
獲
従
事
者
を
確
保
し
、
管
内
連
携
も
検
討
し
た
い

前
　
崎
　
議
　
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
有
害
獣
の
駆
除
に
つ
い
て

一
、
エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
猟
友
会
に
駆
除
を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
　
年
度
か
ら
駆
除
を
行
っ
て
お
り
、
　
年
度
ま
で
は
、
　

２３

２８

２０

頭
前
後
で
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
　
年
、
　
頭
、
　
年
、
　
頭
、
元
年
６
月

２９

５８

３０

６９

　
日
現
在
、
　
頭
の
駆
除
頭
数
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
認
識
し

１０

２１

て
い
る
。

　
農
業
被
害
に
加
え
、
生
活
環
境
被
害
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
捕
獲
従
事
者
講

習
受
講
者
を
町
内
会
を
通
じ
広
く
募
集
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在
、

　
名
が
捕
獲
従
事
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。

１５２　
今
後
も
捕
獲
従
事
者
の
確
保
に
努
め
、
管
内
連
携
の
取
り
組
み
等
も
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
本
町
の
農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
宿
泊
滞
在
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
商
品
開

発
や
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
と
集
客
力
の
向
上
等
、
本
町
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

事
業
主
体
と
な
る「
小
平
町
農
泊
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
た
が
、
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
も
含
め
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
に
連
携
し
、
こ
の
事
業
の
推
進
を
図
る
の
か
伺
う
。

二
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
と
関
係
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
が
第
三
セ
ク
タ
ー
の
抜
本

改
革
を
含
む
経
営
健
全
化
の
た
め
の
指
針
と
し
て
、
平
成
　
年
度
に
「
小
平
町
第
三

３０

セ
ク
タ
ー
等
経
営
健
全
化
方
針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い

て
現
段
階
で
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
伺
う
。

Ａ
　
一
、
一
歩
一
歩
積
み
上
げ
た
中
で
の
連
携
・
支
援
を
図
る

　
　
二
、
町
か
ら
の
適
度
の
財
政
支
援
の
継
続
回
避
に
努
力
す
る

板
　
垣
　
議
　
員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
農
泊
事
業
に
つ
い
て
は
、
推
進
協
議
会
で
今
後
の
計
画
等
を
十
分
協
議
し
て
頂
き
、

方
向
性
や
計
画
が
示
さ
れ
た
ら
町
と
し
て
の
支
援
を
考
え
る
。
ま
た
、「
ゆ
う
ゆ
う

そ
う
」
の
農
泊
の
拠
点
化
に
つ
い
て
は
今
年
度
の
事
業
計
画
も
十
分
見
極
め
、
無
理

や
リ
ス
ク
を
背
負
わ
な
い
状
況
の
中
で
相
乗
効
果
が
上
が
る
事
を
委
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
菅
内
各
団
体
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、様
々
な
要
素
の
中
、一

歩
一
歩
積
み
上
げ
実
績
を
作
る
こ
と
で
連
携
・
支
援
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、
協
議
会
の
事
務
局
に
つ
い
て
は
、
専
任
職
員
を
配
置

し
連
携
を
図
り
、
支
援
体
制
は
怠
る
事
の
無
い
よ
う
に
取
り
進
め
る
。

二
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
関
係
に
つ
て
い
は
、
町
が
　
％
出
資
の
㈱
お
び
ら
が
指
定
管

１００

理
者
と
し
て
「
ゆ
っ
た
り
か
ん
」
の
運
営
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
採
算
性
が
無
い
状
況
で
あ
る
。
目
に
見
え
た
成
果
が
得
ら
れ

な
い
状
況
下
で
、
運
営
に
つ
い
て
慎
重
に
見
極
め
、
町
か
ら
の
財
政
支
援
の
継
続
を

回
避
し
、
健
全
化
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
経
営
責
任
者
と
し
て
責
任
も

感
じ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
改
善
策
を
ど
う
見
出
し
、
様
々
な
状
況
下
で
ど
の

様
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
か
、
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
陣
・
町
と
し
て
内
部
で
検
討
を
し

て
、
改
め
て
議
会
へ
提
案
す
る
。
ま
た
、
議
会
で
も
特
別
委
員
会
等
を
設
置
し
て
頂

き
、
時
間
を
か
け
て
結
論
と
方
向
性
を
見
出
し
た
い
と
考
え
る
の
で
、
長
と
し
て
お

願
い
し
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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③
小
平
幼
稚
園
運
営
状
況

に
つ
い
て

　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
預
か
り
保
育
時
間

の
延
長
や
支
援
員
の
雇
用

に
よ
る
決
め
細
か
な
幼
稚

園
経
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
職
員
の
適
正
配
置

を
実
施
し
、
万
全
な
保
育

体
制
で
の
運
営
を
望
む
。

　
な
お
、
一
部
施
設
の
構

造
に
、
改
善
を
要
す
る
と

思
わ
れ
る
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
た
の
で
、
保
育
環
境

の
向
上
を
期
す
る
た
め
に

も
改
善
を
検
討
願
い
た
い
。

②
小
平
幼
児
セ
ン
タ
ー
運

営
状
況
に
つ
い
て

　
開
設
よ
り
　
年
が
経
過

１０

し
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
運
営
・
経

営
が
な
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
の
満
足
度
も
高
い
と

推
測
さ
れ
る
が
、
施
設
に

関
し
て
間
借
り
の
現
状
は

決
し
て
良
い
保
育
環
境
と

は
思
わ
れ
な
い
。

　
第
６
次
小
平
町
総
合
計

画
に
登
載
さ
れ
て
い
る

「
小
平
地
区
こ
ど
も
園
新

設
工
事
」
の
早
期
着
手
が

望
ま
れ
る
。

④
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
減

築
工
事
に
つ
い
て

　
旧
埋
蔵
文
化
財
資
料
館

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が

激
し
く
景
観
が
損
な
わ
れ

て
お
り
、
解
体
に
向
け
て

の
工
事
並
び
に
文
化
財
と

し
て
の
「
焼
け
た
住
居
」

の
保
存
に
つ
い
て
異
議
は

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
場

所
に
観
覧
の
み
の
展
示
施

設
を
設
け
る
こ
と
に
一
考

を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
、

他
の
埋
蔵
文
化
財
を
含
め

た
展
示
施
設
の
整
備
が
望

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。

⑤
ゆ
っ
た
り
か
ん
施
設
状

況
に
つ
い
て

　
開
館
以
来
　
年
以
上
経

２０

過
し
、
補
修
的
な
改
修
は

実
施
し
て
き
て
い
る
も
の

の
、
今
後
多
額
の
費
用
を

投
入
し
た
大
規
模
改
修
が

必
要
と
見
込
ま
れ
る
が
、

改
修
計
画
の
策
定
に
際
し

て
は
、
稼
働
率
を
考
慮
し

た
費
用
対
効
果
に
充
分
留

意
し
、
必
要
な
ら
ば
洋
室

の
シ
ン
グ
ル
化
等
も
視
野

に
入
れ
た
改
修
を
検
討
願

い
た
い
。

①
鬼
鹿
公
民
館
管
理
状
況

に
つ
い
て

　
鬼
鹿
公
民
館
に
つ
い
て

は
施
設
建
設
よ
り
　
年
を

４７

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し

く
か
つ
高
齢
者
等
の
利
用

に
不
便
な
点
が
多
々
見
受

け
ら
れ
る
た
め
、
少
し
で

も
早
い
時
期
の
建
て
替
え

が
望
ま
れ
る
。

　
地
域
住
民
の
意
見
・
要

望
を
充
分
に
尊
重
し
、
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
利

用
し
易
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
望
む
。

総務産業常任委員会所管事務調総務産業常任委員会所管事務調査査
　去る７月10日、新体制になってから初めての
総務産業常任委員会（西委員長）の所管事務調査
が行われましたので、その様子を報告します。
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本
年
は
平
成
最
後
の
選
挙

年
で
も
あ
り
、
我
々
の
住
む

北
海
道
も
知
事
選
か
ら
始
ま

り
道
議
、
市
町
村
長
選
と
多

忙
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
小
平
町
も
４
月
　
日
の
選

２１

挙
で
新
人
議
員
２
名
を
含
む

８
名
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら

高
齢
者
、
後
継
者
対
策
に
知

恵
を
出
し
合
い
頑
張
り
ま
す
。

現
在
、
世
界
中
で
気
候
の
変

動
に
よ
り
災
害
が
大
変
多
く

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
人
の
心
も
荒
れ
て
来

て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

今
一
度
、
対
話
が
重
要
な
時

期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
令
和
に

入
り
議
会
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
民
と
の
対
話
を
大
切

に
し
て
、
町
長
を
始
め
皆
で

協
力
し
合
い
小
平
町
創
生
に

努
力
し
ま
す
。
　
　（
髙
野
）

煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
然
印
刷
㈱

あああああああああああああ

ととととととととととととと

ががががががががががががが

あ

と

が

きききききききききききききき

８

■４月
　２５日　小平町防犯協会総会（議長）

　２７日　故 浅田隆弘天塩町長

　　　　　　　　　「お別れの会（町葬）」（議長）

■５月
　９日　議員全員協議会（全議員）

　１０日　第１回臨時会（全議員）

　　　　議員全員協議会（全議員）

　１３日　留萌管内町村議会議長会定期総会（議長）

　１４日　小平町交通安全住民大会（議長）

　１５日　留萌地域総合開発期成会定期総会（議長）

　１９日　第３７回鰊番屋まつり（各議員）

■６月
　４日　議員全員協議会（全議員）

　　　　総務産業常任委員会（全委員）

　　　　議会運営委員会（全委員及び議長）

　６日　第２回定例会開会（全議員）

　１０日　北部方面総監 田浦陸将による

　　　　　　　 　「防衛に関する講演会」（議長）

　　　　北部方面総監 田浦陸将を囲む会（議長）

　１１日　北海道町村議会議長会総会（議長）

　　　　留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長）

　１４日　第２回定例会再開（全議員）

　　　　議員全員協議会（全議員）

　　　　議会広報発行特別委員会（全委員）

　１６日　第２師団・旭川駐屯地記念式典（議長）

　２３日　留萌駐屯地創立記念式典（議長）

　２４日　留萌地域総合開発期成会臨時総会 及び

　　　　　　　　　　　　　　　留萌要望（議長）

　２５日　留萌地域総合開発期成会札幌要望（議長）

　　　　北海道町村議会議員研修会（全議員）

　２６・２７日　留萌地域総合開発期成会

　　　　　　　　　　　　　中央要望（議長）

　３０日　小平消防団総合訓練大会（議長）

■７月
　９日　町村議会新任議員研修会（２議員）

　１０日　総務産業常任委員会所管事務調査（全委員）

　１３日　鬼鹿ツインビーチ安全祈願祭（議長）

　１８日　議会広報発行特別委員会（全委員）

　２０日　おびらしべ湖森と湖に親しむつどい（議長）

　２４日　総務産業常任委員会（全委員）

　２９日　留萌地域肉用牛共進会（議長）

　３１日　小平・幌加内・沼田３町広域振興協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　札幌要望（議長）

議 会 の 動議 会 の 動 きき

⑥
寧
楽
母
と
子
の
家
改
修

工
事
に
つ
い
て

　
本
工
事
に
つ
い
て
は
地

域
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た

改
修
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

適
正
な
工
事
執
行
と
考
え

る
。

　
住
民
の
方
々
の
健
康
増

進
や
親
睦
活
動
に
大
い
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
に
活
用

し
た
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

大
変
町
財
政
に
有
意
義
な

制
度
で
あ
り
、
町
内
同
様

の
他
施
設
へ
の
活
用
も
検

討
願
い
た
い
。

⑦
堆
肥
製
造
施
設
運
営
状

況
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
の
供
用
開
始

１９

以
来
　
年
以
上
経
過
し
て

１０

お
り
、
ま
た
施
設
設
置
箇

所
は
町
内
に
お
い
て
も
特

に
豪
雪
地
域
で
あ
る
た
め
、

施
設
の
維
持
整
備
等
に
つ

い
て
は
年
次
的
に
計
画
し

実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
製
品
堆
肥
に
つ

い
て
販
売
高
の
減
少
が
見

ら
れ
る
が
、
農
業
者
、
農

業
団
体
と
の
連
携
を
更
に

密
に
し
、
資
源
循
環
型
施

設
と
し
て
の
機
能
を
充
分

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
望
む
。


